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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
上
林
暁
文
学
館
で
は
、
郷
土
の

生
ん
だ
「
最
後
の
私
小
説
家
」
と

い
わ
れ
る
上
林
暁
の
こ
と
を
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
上
林
文

学
を
は
じ
め
と
す
る
文
学
へ
の
親

し
み
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

毎
年
、
文
学
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
上
林
暁
さ
ん
と
同
時
代
に
、
黒

潮
町
（
旧
大
方
町
）
を
故
郷
と
す

る
偉
大
な
作
家
と
し
て
一
人
、
タ

カ
ク
ラ
・
テ
ル
さ
ん
が
い
ま
す
。

同
時
代
に
同
じ
町
か
ら
、
日
本
の

文
学
史
に
残
る
偉
大
な
作
家
が
二

人
も
で
る
こ
と
は
、
非
常
に
希
な

こ
と
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
文
学
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
い
で
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

１１
月

２８
日（
日
）

　
　
　
　午
後
１
時

３０
分
〜
３
時

【
会
場
】

大
方
あ
か
つ
き
館
２
階
会
議
室

【
受
講
料
】
無
料

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
演
題
】「
郷
土
の
生
ん
だ
文
学
者

タ
カ
ク
ラ
・
テ
ル
」

【
講
師
】
宮
川
昭
男
さ
ん

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
あ
か
つ
き
館

蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

　
今
年
度
も
、
農
閑
期
で
あ
る
冬

期
に
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥

獣
害
に
お
困
り
の
農
林
業
の
皆
さ

ん
の
受
験
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
免
許
の
種
類
】

◆
第
１
種
銃
猟

　
装
薬
銃
を
使
用
す
る
猟
法
（
空

気
銃
を
使
用
す
る
猟
法
も
で
き
ま

す
）

◆
第
２
種
銃
猟

　
空
気
銃
を
使
用
す
る
猟
法

◆
わ
な
猟

　
わ
な
を
使
用
す
る
猟
法

◆
網
猟

　
網
を
使
用
す
る
猟
法

【
試
験
方
法
お
よ
び
合
否
】

◆
試
験
の
内
容

①
知
識
試
験

　
択
一
式
の
筆
記
試
験
で
、
知
識

試
験
に
合
格
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
適
性
試
験
お
よ
び
技
能
試
験

の
受
験
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、

現
在
狩
猟
免
許
を
所
持
し
て
い
る

一
部
免
除
者
の
方
が
他
の
種
類
の

狩
猟
免
許
試
験
を
受
け
る
場
合
は
、

知
識
試
験
の
一
部
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

②
適
性
試
験

　
視
力
、
聴
力
お
よ
び
運
動
能
力

③
技
能
試
験

　
狩
猟
免
許
の
種
類
に
応
じ
た
課

題
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

◆
合
格
発
表

　
試
験
終
了
後
、
試
験
会
場
に
お

い
て
発
表
し
ま
す
。

【
試
験
の
日
時
・
会
場
】

◆
わ
な

日
時
／
平
成

２２
年

１２
月

１７
日（
金
）

　
　
　
午
前

１０
時
か
ら

会
場
／
中
村
地
区
建
設
協
同
組
合

会
館
（
四
万
十
市
右
山
元

町
３
―
３
―
２
６
）

◆
第
１
種
お
よ
び
第
２
種
銃
猟

日
時
／
平
成

２３
年
１
月

１４
日（
金
）

　
　
　
午
前

１０
時
か
ら

会
場
／
高
知
県
ふ
く
し
交
流
プ
ラ
ザ

（
高
知
市
朝
倉
戊
３
７
５
―
１
）

◆
わ
な
お
よ
び
網
猟

日
時
／
平
成

２３
年
１
月

１５
日（
土
）

　
　
　
午
前

１０
時
か
ら

会
場
／
高
知
県
ふ
く
し
交
流
プ
ラ
ザ

（
高
知
市
朝
倉
戊
３
７
５
―
１
）

【
受
験
手
続
】

◆
提
出
書
類
な
ど

①
申
請
書

②
手
数
料
（
高
知
県
収
入
証
紙
を

申
請
書
に
添
付
し
納
入
し
て
く

だ
さ
い
）

・
現
在
、
有
効
な
狩
猟
免
許
を
持

っ
て
な
い
方
は
５
２
０
０
円

・
現
在
、
有
効
な
狩
猟
免
許
を
持

っ
て
い
る
方
は
３
９
０
０
円

③
写
真

④
医
師
の
診
断
書

⑤
住
民
票
ま
た
は
運
転
免
許
証
の

写
し

⑥
受
験
票
用
の
ハ
ガ
キ

【
申
請
書
配
布
場
所
】

　
高
知
県
庁
鳥
獣
対
策
課
、
中
村

地
区
猟
友
会
、
黒
潮
町
役
場

【
申
請
方
法
】

　
前
記
の
提
出
書
類
な
ど
を
試
験

日
の

１０
日
前
ま
で
に（
必
着
）、
高

知
県
文
化
生
活
部
鳥
獣
対
策
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
文
化
生
活
部
鳥
獣
対
策
課

　
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
９
０
３
９

　
中
村
地
区
猟
友
会（
月
、木
の
み
）

　
蕁
３
４
―
２
１
６
０

　
黒
潮
町
役
場 

本
庁 

農
業
振
興
課

　
蕁
４
３
―
１
８
８
８（
直
通
）

　
黒
潮
町
役
場 

佐
賀
支
所

　
海
洋
森
林
課

　
蕁
５
５
―
３
１
１
５（
直
通
）

　
中
身
が
残
っ
た
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶

（
ス
プ
レ
ー
缶
）
を
そ
の
ま
ま
ご

み
収
集
に
出
す
と
、
ご
み
収
集
車

や
ご
み
処
理
施
設
で
の
引
火
や
破

損
事
故
の
原
因
と
な
り
、
大
変
危

険
で
す
。

◆
中
身
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　
缶
を
手
で
振
っ
て
中
の
音
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
中
身
が
残
っ

て
い
る
と
「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
」
「
チ

ャ
プ
チ
ャ
プ
」
な
ど
の
音
が
し
ま

す
。

◆
使
い
切
れ
な
い
物
は
中
身
を
出

し
ま
し
ょ
う

①
シ
ュ
ー
ッ
と
い
う
音
が
し
な
く

な
る
ま
で
ス
プ
レ
ー
ボ
タ
ン
を

押
し
て
中
身
を
出
し
切
っ
て
く

だ
さ
い
。（
出
し
切
っ
た
後
に

穴
を
開
け
る
と
更
に
有
効
で
す
）

②
中
身
排
出
機
構
、
残
ガ
ス
排
出

機
構
の
キ
ャ
ッ
プ
、
ボ
タ
ン
な

ど
を
使
い
、
中
身
を
出
し
切
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
処
理
が
終
わ
っ
た
エ
ア
ゾ
ー
ル

缶
（
ス
プ
レ
ー
缶
）
は
家
庭
ご
み

と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
　

　
総
合
窓
口
第
１
係

蕁
５
５
―
３
１
１
１（
直
通
）

エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
（
ス
プ
レ
ー
缶
）

は
正
し
く
使
い
、必
ず
中
身
を
使

い
切
り
ま
し
ょ
う
。
使
い
切
れ
な

い
物
は
、中
身
を
出
し
ま
し
ょ
う

上
林
暁
文
学
講
座
　

受
講
者
募
集

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内


